
広報WARABI ● 平成25年８月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ７月１日現在人口：72,367人 前月比  ＋21人
 　　　　　　　　　   男 36,829人　女 35,538人
　　　　　　　　　 世帯数：35,712
　　　　　　　　　 人口密度：14,189人／km２

2013/平成25年
わらび・746

法被姿で元気に練り歩き
くるみみこしのお通りだ

　「わっしょい、わっしょい」と元気な
おみこしの練り歩きで幕を開けたのは、
７月６日、くるみ保育園で開かれた「く
るみまつり」です。法被姿の５歳児クラ
ス19人が、飾りつけをしたおみこしを
担ぎ、大奮闘。盆踊りやゲームも行われ、
親子150組は夏の一日を満喫しました。

～今月の特集～
　◦私たちが語る
　　　　　 戦争体験
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■埼玉県看護協会第7支部「市民講座」／9月7日 午後１時半 リリア 認知症の正しい理解 直接会場へ 詳細＝同支部・佐々木（☎070･6424･4180）

森
もり

久
く

保
ぼ

　聰
そう

 さん
塚越７丁目・89歳

平和特集①：戦争の記憶から

東
の
ナ
ホ
ト
カ
の
港
へ
移
送

さ
れ
、船
で
海
に
出
た
と
き
、

初
め
て
日
本
へ
の
帰
還
を
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
の
舞ま

い

鶴づ
る

港
に
引
き
揚
げ
た
の
は
、

昭
和
24
年
11
月
３
日
の
こ
と
。

私
の
抑
留
生
活
は
約
４
年
と

２
か
月
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

先
の
見
え
な
い
抑
留
の

日
々
、
無
残
に
死
ん
で
い
っ

た
仲
間
た
ち
。
私
は
、
幸
い

に
し
て
帰
還
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
戦
争
で

は
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
た
の
で
す
。
戦
争
の
記
憶

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
。
残

さ
れ
た
者
の
使
命
と
し
て
、

こ
の
経
験
を
語
り
継
ぎ
ま
す
。

散
っ
た
日
本
の
戦
闘
機

汁
物
や
僅
か
な
黒
パ
ン
、
飯

ご
う
の
蓋
に
よ
そ
ら
れ
た
お

粥か
ゆ

く
ら
い
…
。
は
じ
め
は
元

気
だ
っ
た
仲
間
た
ち
も
し
だ

い
に
衰
弱
し
、
栄
養
失
調
で

亡
く
な
る
者
も
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
私
は
、「
少

し
で
も
寒
さ
を
し
の
げ
れ
ば
」

と
の
思
い
で
、
炭
坑
労
働
を

志
願
。
し
か
し
、
作
業
は
落

盤
に
よ
る
死
と
常
に
隣
り
合

わ
せ
で
し
た
。
ま
た
、
坑
道

脇
に
放
置
さ
れ
た
糞ふ

ん

尿
か
ら

は
異
様
な
臭
気
が
漂
う
な
ど
、

劣
悪
な
環
境
下
で
の
労
働
は

過
酷
を
窮
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
た
ち
は
行
き

先
を
告
げ
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
極

当
時
、
数
千
人
の
日
本
人
が

働
い
て
い
た
こ
の
軍
需
工
場
。

私
は
、
戦
闘
機
の
弾
倉
の
補

修
や
小
銃
の
組
み
立
て
に
従

事
し
、
手
に
血
豆
を
作
り
な

が
ら
、
必
死
に
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦

局
は
悪
化
す
る
一
方
。
あ
る

日
、
遠
く
の
空
で
数
機
の
戦

闘
機
が
墜
落
す
る
の
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
よ

し
、
や
っ
た
ぞ
！
」
と
仲
間

と
高
揚
し
た
の
も
つ
か
の
間
。

上
空
で
飛
行
を
続
け
た
の
は

ア
メ
リ
カ
軍
の
Ｂ
29
で
し
た
。

　

私
の
下
に
白し

ろ

紙が
み

が
届
い
た

の
は
、
昭
和
19
年
１
月
の
こ

と
で
す
。
品
川
区
の
実
家
か

ら
列
車
を
乗
り
継
ぎ
福
岡
へ
。

爆
撃
を
避
け
る
た
め
、
博は

か

多た

港
か
ら
外
地
へ
出
航
し
た
の

は
真
夜
中
の
こ
と
で
し
た
。

　

下
士
官
候
補
生
と
し
て
、

満ま
ん

州し
ゅ
う

ハ
ル
ビ
ン
技
術
教
育
隊

第
二
六
三
部
隊
に
所
属
し
、

数
か
月
間
の
教
育
を
受
け
た

後
、従
軍
を
経
て
、奉ほ

う

天て
ん

の
造ぞ

う

兵へ
い

廠し
ょ
う

へ
転
属
と
な
り
ま
し
た
。

酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
私

た
ち
は
終
戦
と
と
も
に
武
装

解
除
。
捕
虜
と
な
り
、
貨
車

に
乗
せ
ら
れ
向
か
っ
た
先
は
、

ソ
連
中
央
部
・
カ
ラ
カ
ン
ダ

の
収
容
所
で
し
た
。冬
季
は
、

零
下
30
度
以
下
。
凍
え
死
ぬ

よ
う
な
寒
さ
の
な
か
、
私
た

ち
は
ひ
た
す
ら
木
材
の
運
搬

に
従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

作
業
は
常
に
ソ
連
軍
の
監
視

を
受
け
、
仕
事
に
は
ノ
ル
マ

が
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

更
に
、
多
く
の
抑
留
者
を
苦

し
め
た
の
が
食
事
で
す
。
口

に
で
き
た
の
は
、
ニ
シ
ン
の

　
終
戦
か
ら
68
回
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
も
、戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
月
は
、市
民
の
皆

さ
ん
の
戦
争
体
験
か
ら
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
語
る

～
戦
争
体
験
～

昭和63年に平和の象徴として建立された平和之母子像（市民公園）

▼�舞鶴港で交付された引揚
証明書。帰郷後に食料や
衣類の支給を受けました

▲�満州ハルビンでの従
軍時代（当時20歳）

▶�戦後の強制抑留の慰労
として、内閣総理大臣
から贈呈された表彰状
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■住民票の写し等の交付に係る本人通知制度／住民票の写しなどを本人以外に交付した場合に登録者へ通知 登録･詳細＝市民課（☎433･7751）

幸
せ
を
奪
っ
た
焼
夷
弾

　
「
空
襲
だ
！
早
く
逃
げ
ろ
」

そ
の
声
に
慌
て
て
外
に
飛
び

出
す
と
、
目
の
前
に
は
火
の

手
が
迫
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

当
時
、７
歳
だ
っ
た
私
は
、

今
の
城
址し

公
園
が
あ
る
辺
り

に
並
ん
で
い
た
木
造
の
三
軒

長
屋
に
、両
親
、７
つ
上
の
姉

と
２
つ
下
の
妹
の
５
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
20

年
４
月
13
日
、午
後
８
時
頃
。

私
は
布
団
の
中
で
し
た
。
敵

機
来
襲
─
。突
然
、夜
の
静
寂

を
裂
く
か
の
よ
う
に
空
襲
警

報
が
鳴
り
響
い
た
の
で
す
。

避
難
を
呼
び
か
け
る
警
防
団

の
怒
号
の
よ
う
な
声
が
飛
び

交
う
な
か
、
急
い
で
表
へ
出

る
と
、
向
か
い
の
建
物
が
炎

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
既

に
道
は
、
荷
車
を
引
く
人
や

子
を
連
れ
た
母
親
た
ち
で
ひ

し
め
き
合
い
、
な
か
な
か
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

更
に
、
辺
り
に

茂
る
背
の
高
い

草
に
は
、
焼
夷い

弾
の
火
が
付
き
、

風
に
あ
お
ら
れ

不
気
味
に
体
を

揺
ら
し
て
い
ま

し
た
。
人
波
に

身
を
預
け
る
よ

う
に
日
本
車
輛

蕨
工
場 

（
川
口

市･

芝
園
団
地

付
近
）
近
く
の

田
ん
ぼ
へ
た
ど

り
着
い
た
と
き

の
こ
と
で
す
。

付
近
に
落
ち
た

焼
夷
弾
の
破
片
が
私
た
ち
を

急
襲
…
。
母
は
足
に
大
や
け

ど
を
負
い
、
姉
は
臀で

ん

部
の
肉

が
え
ぐ
れ
、
妹
は
そ
の
小
さ

な
左
腕
を
失
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
母
ら
の
入
院
に

よ
り
病
院
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
私
に
と
っ
て
、

そ
こ
で
の
４
か
月
間
は
、
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

も
が
き
苦
し
む
負
傷
者
の
姿
、

患
者
に
す
ら
食
事
が
提
供
さ

れ
な
い
現
実
…
。
こ
う
し
た

状
況
の
な
か
家
族
を
支
え
て

く
れ
た
の
が
空
襲
を
免
れ
た

父
で
し
た
。
電
車
で
病
院
に

通
い
、
看
病
す
る
傍
ら
、
お

米
や
野
菜
、
と
き
に
は
七
輪

を
持
参
し
て
食
事
の
支
度
を

し
て
く
れ
た
の
で
す
。
し
か

し
、そ
ん
な
父
も
、勤
め
て
い

た
軍
需
工
場
の
閉
鎖
と
と
も

に
職
を
失
い
、
心
身
と
も
に

疲
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
。終
戦
か
ら
１
年
後
、

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
争
で
は
、
失
う
も
の
は

あ
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
得
る

も
の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
、「
平
和
な
社
会
を

守
り
続
け
て
欲
し
い
」。
こ

れ
が
私
の
切
な
る
思
い
で
す
。

子
を
抱
え
て
駆
け
た
夜

　

当
時
、
三み

つ

和わ

町ち
ょ
う

に
は
軍
需

会
社
の
社
員
宅
と
し
て
８
８

０
戸
も
の
営
団
住
宅
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
へ
私
た
ち
が

入
居
し
た
の
は
、
昭
和
19
年

４
月
の
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
を
経
た
４

月
13
日
。
そ
の
日
は
、
朝
か

ら
東
京
の
空
が
騒
が
し
く
、

「
今
日
は
逃
げ
た
ほ
う
が
よ

い
か
も
し
れ
な
い
」
と
夫
も

し
き
り
に
口
に
し
て
い
ま
し

２
人
の
子
を
抱
え
て
家
を
飛

び
出
し
ま
し
た
。「
ヒ
ュ
ル
ー

ヒ
ュ
ル
ー
」
と
奇
妙
な
音
を

あ
げ
、
容
赦
な
く
降
り
注
ぐ

焼
夷
弾
の
雨
。
地
面
に
接
す

る
と
、
花
火
が
破
裂
す
る
か

の
よ
う
に
火
を
噴
き
、
そ
の

油
が
道
端
の
泥
に
染
み
て
燃

え
、
今
に
も
足
元
に
迫
る
よ

う
で
し
た
。
無
我
夢
中
で
走

り
続
け
、
現
在
の
第
一
中
学

校
の
辺
り
に
あ
っ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
畑
に
身
を
潜
め
、
周
囲

を
見
渡
す
と
夜
空
は
赤
く
染

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。幸
い
、

会
社
の
人
た
ち
と
防
火
に
当

た
っ
て
い
た
夫
も
無
事
で
し

た
が
、
自
宅
は
焼
夷
弾
の
直

撃
を
受
け
て
全
焼
。
あ
の
と

き
、
少
し
で
も
逃
げ
遅
れ
て

い
た
ら
…
。
家
族
４
人
焼
け

死
ん
で
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

蕨
を
襲
っ
た
空
襲
は
、
死

者
50
人
、
家
屋
の
焼
失
や
全

壊
、
半
壊
な
ど
は
４
０
０
戸

に
上
り
ま
し
た
。
生
命
や
財

産
…
。
戦
争
は
、
一
瞬
に
し

て
全
て
を
奪
い
ま
す
。
二
度

と
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 昭和34年の三和町（南町２･３丁目）

田
た

嶋
じま

 京
きょう

子
こ

 さん
錦町３丁目・75歳

岡
おか

村
むら

 タマエ さん
南町２丁目・95歳

た
。
す
る
と
そ
の

夜
、
南
方
か
ら
数

十
機
の
Ｂ
29
が
編

隊
を
組
み
、
頭
が

割
れ
る
か
の
よ
う

な
爆
音
を
と
ど
ろ

か
せ
、
頭
上
に
姿

を
現
し
ま
し
た
。

既
に
防
空
壕ご

う

に
逃

げ
込
む
時
間
は
な

く
、
私
は
僅
か
な

食
料
を
入
れ
た
風

呂
敷
を
腰
に
巻
き
、

爆　

弾　

４
月
12
日

焼
夷
弾　

５
月
25
日

旧中山道

国
道
17
号

蕨駅
前通
り

戸　田　市

川　口　市至大宮

京
浜
東
北
線

蕨駅

至東京

川　口　市

産
業
道
路

空襲による被災地図
焼夷弾による火災発生地区
爆弾による家屋壊滅地区

日時表示のないところは４月13日～14日の被災地区

N

（昭和20年）

浦 和 市

塚越2丁目

塚越3丁目
塚越6丁目

塚越5丁目
塚越
     4丁目

塚越
    1丁目

中央2丁目

中央
　1丁目

中央3丁目
中央
4丁目

中央6丁目

中央7丁目

南町4丁目

南町3丁目

南町1丁目
南町2丁目

北町1丁目

北町4丁目
北町5丁目

北町2丁目

北町3丁目

錦町1丁目

錦町2丁目

錦町4丁目

錦町6丁目

中央
5丁目

※金子𠮷衛氏著「蕨の空襲と戦時下の記録」から

平 和 都 市 宣 言
　昭和20年８月、広島、長崎に人類初の原子爆
弾が投下され、早くも40年の歳月が流れました。
　その間、唯一の被爆国である我が国は、恒久
平和を崇高な理念として憲法に掲げ、自由と正
義を愛し、世界平和に寄与してきました。
　しかるに今、世界の超大国を中心とした核保
有国が競って核軍備拡充を図っていることは、
まことに脅威であり、この核軍拡競争に対して、
世界のいたるところで、平和希求の叫びがとみ
に高まりつつあります。
　このような国際情勢の中で、戦争は人間が起
こすものであり、また人間の力によってこれを
防ぐことができることをしっかりと心に刻み、
平和で豊かな社会を次の世代に引き継いでいく
ことが、現代に生きる我々の責務であると考え
ます。
　私たち蕨市民は、平和憲法の精神を守る立場
から、非核三原則が厳守されることを強く希望
し、世界のあらゆる国の核兵器の速やかな廃絶
を願うものであります。
　蕨市は、市民の平和を願う心を結集し、ここ
に「平和都市」であることを宣言いたします。

　昭和60年９月９日　蕨　市
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■蕨市シルバー人材センター会員募集／対象＝健康で働く意欲と体力のある原則60歳以上の人　登録制　問い合わせ＝同センター（緯433・0962）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
〕

▼
冷
蔵
庫　

単
身
者
向
け
サ
イ

ズ　

取
り
に
来
て
く
れ
る
人
≪
佐

藤
・
緯
475
・
９
１
１
４
≫

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〕

▼
機
織
り
道
具　

取
り
に
伺
い
ま

す
≪
は
た
ご
っ
こ
・
川
野
・
緯

090
・
２
４
９
７
・
１
７
４
８
≫

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
蕨
少
年
少
女
合
唱
団
創
立
55
周

年
演
奏
会　

９
月
８
日　

午
後
２

時　

市
民
会
館　

６
０
０
円
≪
古

川
・
緯
433
・
９
８
８
７
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　
24
期
生
募
集　
10
月
開
講　
第

１
・
３
金
曜
日　
午
後
１
時
半　
中

央
東
小
学
校
隣
・
旧
加
藤
文
具
２

階　
月
２
０
０
０
円　
パ
ソ
コ
ン
持

参
≪
額
賀
・
緯
432
・
５
２
１
７
≫

▼
児
童
合
唱
団「
野
う
さ
ぎ
」　

土

曜
日　

午
後
４
時
15
分　

南
公
民

館 

月
３
５
０
０
円　

幼
児
～
中

学
生
≪
近
藤
・
緯
441
・５
６
５
９
≫

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ（
幼
児
英
会
話
）

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10
時　

北

町
公
民
館
か
旭
町
公
民
館　

月
２

３
０
０
円　

未
就
園
児
≪
吉
川
・

緯
090
・
８
８
１
４
・
１
０
７
２
≫

▼
田
中
良
忠
貝
画
教
室
（
蛤
貝
細

密
画
）　

月
１
回
土
曜
日　

午
後

１
時　

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る　

月

５
０
０
０
円 

初
心
者
・
女
性
歓

迎
≪
田
中
・
緯
431
・
２
９
５
９
≫

平和特集②：各種催しの案内

　ここ４㌻では、公民館や歴史民俗資料館な
どで開催される平和事業についてご紹介しま
す。パネル展や戦争体験者のお話などを通し
て、戦争の悲惨さや平和の尊さなどについて
考えてみませんか。ぜひ、ご参加ください。

ご参加ください
　 平和を願う催し

（
水
）　

正
午　

す
い
と
ん
の

試
食　
限
定
１
０
０
食　
詳
細

＝
同
館
（
緯
432
・
２
２
２
５
）

下
蕨
公
民
館

　

平
和
パ
ネ
ル
展
「
世
界
の

人
権
問
題
」／
30
日
ま
で　
詳

細
＝
同
館（
緯
441・１
５
６
０
）

旭
町
公
民
館

　

平
和
パ
ネ
ル
展
「
原
子
力

と
私
た
ち
の
生
活
」／
11
日

ま
で　
平
和
祈
念
事
業　
夢
・

希
望
・
平
和
／
９
日（
金
）　

午
前
10
時　

戦
時
体
験
講
話

や
紙
芝
居
、
す
い
と
ん
の
試

食
な
ど　

50
人　

詳
細
＝
同

館
（
緯
432
・
４
０
５
３
）

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー　

　

戦
争
を
か
た
る
／
９
日

（
金
）　

午
後
２
時　

語
り
手

＝
服
部
道
子
さ
ん　

小
学
生

以
上　

詳
細
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
緯
431
・
７
３
０
０
）

　

広ひ
ろ

島し
ま

市
で
６
日
、
長な
が

崎さ
き

市

で
９
日
に
原
爆
死
没
者
の
追

悼
と
平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め

た
式
典
が
開
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
15
日
の
終
戦
記
念
日
に

は
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
開
か
れ
ま
す
。

蕨
市
も
平
和
宣
言
都
市
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
式
典
に
合
わ

中
央
公
民
館

　

夏
休
み
平
和
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
／
６
日
～
15
日　

平
和
パ

ネ
ル
展「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ　

原
爆
と
人
間
」／
６
日

～
15
日　

戦
時
下
の
お
話
と

食
を
味
わ
う
／
７
日（
水
）　

午
前
10
時　
先
着
50
食　
詳
細

＝
同
館（
緯
432
・
２
５
３
０
）

東
公
民
館

　

平
和
で
豊
か
な
社
会
を
願

う
蕨
市
民
の
つ
ど
い
／
３
日

（
土
）　

午
前
９
時　

市
民
公

園　

平
和
之
母
子
像
清
掃
活

動
ほ
か　

詳
細
＝
同
館
（
緯

442
・
４
０
５
２
）

西
公
民
館

　

ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
パ
ネ

ル
展
／
５
日
～
11
日　

平
和

を
願
っ
て
紙
芝
居
・
だ
ご
汁

試
食
会
／
７
日（
水
）　

午
前

10
時　

詳
細
＝
同
館（
緯
442
・

４
０
５
４
）

南
公
民
館

　

平
和
パ
ネ
ル
展
「
私
た
ち

の
平
和
へ
の
想
い
」／
２
日

ま
で　

詳
細
＝
同
館（
緯
442
・

４
０
５
５
）

北
町
公
民
館

　

平
和
パ
ネ
ル
展
／
18
日
ま

で　

平
和
試
食
会
／
７
日

せ
、
６
日（
火
）は
午
前
８
時

15
分
か
ら
、
９
日（
金
）は
午

前
11
時
２
分
か
ら
、
15
日

（
木
）は
正
午
か
ら
敬
虔け
ん

な
黙

祷と
う

が
さ
さ
げ
ら
れ
る
よ
う
、

防
災
無
線
で
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
。
１
分
間
の
黙
祷
を

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。
詳
細
＝

庶
務
課
（
緯
433
・
７
７
０
５
）

　
「
戦
争
と
子
ど
も
た
ち
」／

９
月
29
日
ま
で　

開
館
時
間

＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

休
館
日
＝
月
曜
日
と
９
月
17

日
・
24
日　

戦
争
当
時
の
子

ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
や
遊

び
道
具
な
ど
を
中
心
に
、
約

１
０
０
点
を
展
示　

詳
細
＝

同
館
（
緯
432
・
２
４
７
７
）

公
民
館
な
ど
の
催
し

平
和
祈
念
の
黙
祷

歴
史
民
俗
資
料
館

第
24
回
平
和
祈
念
展

蕨市平和都市宣言塔（蕨駅西口駅前広場）

世
相
を
反
映
し
た
学
用
品
な
ど
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■光化学スモッグに注意／注意報発令時には防災行政無線でお知らせ　外出を控えてください　詳細＝安全安心推進課生活環境係（緯443・3706）

あさがお＆
ほおずき市が華やかに開催

　

７
月
13
日
と
14
日
、
塚
越

商
店
会
主
催
の
「
第
39
回
あ

さ
が
お
＆
ほ
お
ず
き
市
」
が

東
口
一
番
街
で
開
か
れ
ま
し

た
。会
場
は
、青
や
紫
の
鮮
や

か
な
ア
サ
ガ
オ
と
赤
く
色
づ

い
た
ホ
オ
ズ
キ
３
５
０
鉢
を

買
い
求
め
る
人
で
に
ぎ
わ
っ

た
ほ
か
、ポ
ニ
ー
の
乗
馬
体
験

や
大
道
芸
な
ど
も
行
わ
れ
、連

日
、大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
７
月
25
日
、蕨
市
議
会
臨
時

会
は
議
長
に
比
企
孝
司
氏
、副

議
長
に
一
関
和
一
氏
を
選
出
。

比
企
氏
は
平
成
15
年
初
当
選
。

３
期
目
。新
生
会
。市
議
会
副

議
長
な
ど
を
歴
任
。塚
越
５
丁

目
在
住
。61
歳
。一
関
氏
は
昭

和
62
年
初
当
選
。７
期
目
。民
主

党
蕨
市
議
団
。環
境
福
祉
経
済

常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
。北
町
１
丁
目
在
住
。62
歳
。

地域で祝う駅の大還暦
　

７
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、

蕨
駅
と
く
る
る
で
蕨
駅
開
業

１
２
０
周
年
記
念
事
業
「
わ

ら
て
つ
ま
つ
り
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
式
典
や
講
演
会
の

ほ
か
、
ミ
ニ
新
幹
線
の
体
験

乗
車
や
鉄
道
模
型
の
走
行
会
、

ワ
ラ
ビ
ー
の
一
日
駅
長
な
ど

で
会
場
は
大
盛
況
。
延
べ
８

０
０
０
人
の
に
ぎ
わ
い
で
節

目
の
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

わらびりんごパイ作り

蕨本陣跡リニューアル

　

日
本
一
早
く
実
が
な
る
わ

ら
び
り
ん
ご
を
使
っ
て
、
さ

つ
き
保
育
園
の
年
長
組
24
人

が
、７
月
12
日
、パ
イ
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
園
で
収
穫

し
た
60
個
を
煮
詰
め
、
生
地

に
包
ん
で
か
ら
オ
ー
ブ
ン
で

こ
ん
が
り
。園
児
た
ち
は
、招

待
し
た
地
域
の
人
と
さ
く
さ

く
の
パ
イ
を
試
食
し
、
甘
酸

っ
ぱ
い
味
に
大
満
足
で
し
た
。

　

市
指
定
文
化
財
で
あ
る
中

山
道
の
蕨
本
陣
跡
が
建
立
か

ら
40
年
が
経
過
し
老
朽
化
が

見
え
る
こ
と
か
ら
、
本
陣
家

の
ご
子
孫
、
岡お

か

田だ

民た
み

雄お

氏
の

ご
尽
力
に
よ
り
修
復
工
事
が

行
わ
れ
、７
月
13
日
、内
覧
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
会
の

参
加
者
は
、
修
復
後
の
蕨
本

陣
跡
を
前
に
、
悠
久
の
歴
史

に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料
≪

井
上
・
緯
442
・
０
２
５
９
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
和
楽
備
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
６
時
20
分 

城
址
公
園　

ス
ト
レ
ッ
チ
も
行
い

ま
す
≪
平
田
・
緯
444
・
２
２
２
２
≫

▼
子
ど
も
日
本
舞
踊
な
で
し
こ　

月
３
回
木
曜
日　

午
後
４
時
半 

下
蕨
公
民
館　

月
１
０
０
０
円　

年
中
～
小
学
生
≪
宮
崎
・
緯
433
・

８
６
２
８
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

城
下
町
へ

行
こ
う・小
田
原
へ　
11
月
23
日 

１

０
０
０
円　
説
明
会
あ
り
≪
岩
本
・

緯
090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

10
日
・

22
日
・
29
日 

午
後
１
時 

文
化
ホ

ー
ル
く
る
る 

４
９
９
円
≪
犬
塚
・

緯
441
・
７
３
７
３
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
カ
エ
デ

会
）　

18
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円
≪
岩

田
・
緯
441
・
２
３
４
３
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

６
日

＝
中
央
公
民
館　

14
日
＝
南
公
民

館　

22
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後

７
時
≪
岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２
≫

この数な～に
３０回目

　宿場として栄えた蕨の歴史を今に伝
える、｢宿場まつり｣ が今年、３０回目

（11月３日開催）を迎えます。初めて開
催した昭和59年は、水戸黄門道中などの
仮装行列で大盛況だったそうです｡ 今
もその流れを引き継ぎ、ミス織姫を中
心に練り歩く大名行列は祭りの人気イ
ベント。蕨市観光協会では､ 催しをい
っそう華やかにするミス織姫とミス宿
場小町を今年も募集しています。資格
は来年成人式を迎える市内在住在勤者。
皆さんの若い力で蕨を盛り上げていき
ませんか。詳細＝同協会（緯434・5601）

　

ア
メ
リ
カ
の
南
中
部
・
テ

キ
サ
ス
州
の
州
都
・
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
市
出
身
の
ア
ー
ブ
さ

ん
は
、
２
年
前
に
来
日
し
、

半
年
前
か
ら
南
町
の
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

都
内
の
大
学
で
文
化
人
類

学
の
研
究
を
し
て
い
る
ア
ー

ブ
さ
ん
に
と
っ
て
、
調
査
し

た
い
こ
と
の
１
つ
が
成
年
式

の
歴
史
で
す
。「
人
生
の
節
目

と
地
域
の
行
事
が
つ
な
が
っ

て
い
る
の
が
興
味
深
い
で
す

ね
」と
、目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

ま
た
４
月
に
は
、
蕨
の
街

並
み
を
紹
介
す
る
ブ
ロ
グ
を

開
設
。「
蕨
と
世
界
と
を
つ
な

ぐ
懸
け
橋
に
な
り
た
い
」と
、

す
っ
か
り
こ
の
ま
ち
を
気
に

入
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 アメリカ
南町２丁目・39歳

ジェーソン　
アーブさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

新議長に比企氏を選出

比
ひ

企
き

孝
こう

司
じ

議長一
いちのせき

関和
かず

一
いち

副議長
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エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
を
上
手
に
利
用
し
て
、
涼
し
い
環
境
づ
く
り
を

→以内（上限25万円）　申し込み＝9月2日～24日（消印有効）に事業計画書を郵送で県文化振興課（さいたま市浦和区高砂3－15－1　緯048・830・2887）

ワ
ラ
ビ　

た
だ
い
ま
～
外
は

暑
い
よ
。喉
渇
い
ち
ゃ
っ
た
。

お
母
さ
ん　

あ
ら
っ
、
水
筒

持
っ
て
行
か
な
か
っ
た
の
。

熱
中
症
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

今
年
は
、
県

内
だ
け
で
も
１
４
０
０
人
以

上（
７
月
21
日
現
在
）が
救
急

搬
送
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
ん
な
に
～
。

お
母
さ
ん　

気
温
が
30
度
以

上
の
真
夏
日
に
多
い
そ
う
よ
。

あ
と
は
、
風
が
弱
い
日
や
湿

度
が
高
い
と
き
も
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
う
い
う
日

は
、
で
き
る
だ
け
涼
し
い
所

で
過
ご
す
こ
と
と
こ
ま
め
な

涼
し
い
所
で
過
ご
し
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

室
内
・
夜
間
も
危
険　
早
め
の
対
応
で
予
防
を

水
分
補
給
が
た
い
せ
つ
だ
な
。

お
母
さ
ん　

そ
う
ね
。
水
分

は
喉
が
渇
く
前
や
外
出
前
か

ら
と
る
と
い
い
わ
。
塩
分
を

含
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど

が
効
果
的
み
た
い
よ
。

ワ
ラ
ビ　

は
～
い
。
と
こ
ろ

で
ど
ん
な
人
が
熱
中
症
に
気

を
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
の
？

お
母
さ
ん　

特
に
注
意
が
必

要
な
の
は
、
高
齢
者
や
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
み
た
い
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

我
々
の
こ
と

か
。
室
内
や
夜
間
で
も
油
断

で
き
な
い
み
た
い
だ
ぞ
。
こ

の
機
会
に
保
健
師
さ
ん
に
詳

し
く
聞
い
て
み
よ
う
。

ワ
ラ
ビ　

な
ぜ
、
高
齢
者
や

小
さ
な
子
ど
も
は
熱
中
症
に

特
に
注
意
が
必
要
な
の
？

保
健
師　

小
さ
な
子
ど
も
は
、

体
温
の
調
節
機
能
が
発
達
し

て
い
な
か
っ
た
り
、
外
だ
と

地
面
か
ら
の
照
り
返
し
を
受

け
や
す
か
っ
た
り
す
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
に
状
態
を
う
ま

く
伝
え
ら
れ
な
い
で
す
し
ね
。

お
母
さ
ん　

親
が
気
を
つ
け

て
い
な
き
ゃ
。
高
齢
者
は
？

保
健
師　

実
は
熱
中
症
で
救

急
搬
送
さ
れ
る
、
４
割
以
上

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
～
。

保
健
師　

高
齢
者
は
暑
さ
や

喉
の
渇
き
が
感
じ
に
く
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン

の
利
用
や
水
分
補
給
が
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
室
内

や
夜
間
で
も
要
注
意
で
す
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

早
め
の
対
応

が
重
要
と
な
る
の
だ
な
。

親と子の
ニュースの
小窓

高齢者や子どもは要注意
暑さが続く８月も

しっかり熱中症の予防を
外
出
時
に
は
帽
子
と
水
筒
を
忘
れ
ず
に

　暑い日が続き、熱中症にかかる人
が増えています。重症化しやすい高
齢者や小さな子どもは、特に注意が
必要です。また、外にいるときだけ
でなく、室内や夜間でも油断ができ
ません。熱中症に関する知識を身に
つけて、元気に夏を過ごしましょう。

保
健
師　

寝
る
前
も
意
識
的

に
水
分
を
と
っ
た
ほ
う
が
い

い
で
す
ね
。
そ
れ
が
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。あ
と
、エ
ア
コ

ン
な
ど
で
室
温
が
28
度
を
超

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん　

室
内
に
温
度
計

を
置
く
の
も
い
い
わ
ね
。

保
健
師　

そ
う
で
す
ね
。
も

し
、
頭
痛
や
吐
き
気
な
ど
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
、
病
院
に
か

か
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
周

囲
の
人
た
ち
の
高
齢
者
へ
の

気
配
り
も
た
い
せ
つ
で
す
ね
。

ワ
ラ
ビ　

ご
近
所
に
も
声
を

か
け
て
あ
げ
よ
う
っ
と
！

保
健
師　

熱
中
症
は
適
切
な

予
防
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。体
調
に
合
わ
せ
、無
理
を

せ
ず
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
市
で
は
９
月
末
ま
で

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
公
共

施
設
を
開
放
す
る
「
ク
ー
ル

オ
ア
シ
ス
蕨
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
ね
。
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柚
ゆ

月
づき

ちゃん
（３歳６か月）

菜
な

月
つき

ちゃん
（２歳１か月）

諏
す

訪
わ

　敏
とし

宏
ひろ

さん　
幸
ゆき

子
こ

さんの
長女・二女　 　

　　北町４丁目

言
こと

葉
は

ちゃん
（１歳４か月）

上
うえ

田
だ

　和
かず

也
や

さん　
綾
あや

子
こ

さんの
長女　　　　

　　北町３丁目

■文化振興基金助成事業／12月～来年3月に芸術文化の振興などの活動を行う県内のアマチュア文化団体へ助成　助成額＝対象経費の2分の1→

　
「
１
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、

独
り
歩
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
言
葉
。
最
近
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

『
あ
い
』
と
、
私
を
見
つ
め

て
お
皿
を
渡
し
て
く
る
と
き

は
、
お
な
か
が
す
い
て
い
る

合
図
。
お
も
ち
ゃ
を
受
け
取

る
と
き
に
は
、『
あ
い
』
の
声

と
と
も
に
小
さ
く
う
な
ず
い

て
、
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち

を
伝
え
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。

そ
ん
な
言
葉
に
は
、
名
前
に

ち
な
ん
で
、
言
葉
を
た
い
せ

つ
に
す
る
、
す
な
お
で
元
気

な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」と
、母
親
の
綾
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－496－

かるた
　アンチエイジング

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、脳
下
垂

体
か
ら
分
泌
さ
れ
、
成
長
期

に
背
を
伸
ば
し
た
り
骨
の
成

長
を
助
け
た
り
す
る
ホ
ル
モ

ン
で
す
。
成
長
期
以
降
は
若

さ
を
保
つ
役
割
を
持
ち
ま
す
。

「
寝
る
子
は
育
つ
」と
は
よ
く

言
っ
た
も
の
で
、睡
眠
中
に
最

も
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。し
か

し
、30
歳
頃
か
ら
分
泌
が
低
下

す
る
と
、皮
膚
の
劣
化
、精
力

や
免
疫
、
記
憶
力
の
低
下
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
身
体
の
変
化

が
現
れ
ま
す
。
肥
満
は
分
泌

の
妨
げ
と
な
る
の
で
、
適
正

体
重
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
よ
く

運
動
し
、睡
眠
の
質
を
高
め
る

こ
と
で
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を

促
進
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

健
康
増
進
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
）外
来
は
木
曜
日
午
後
。詳
細

は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

成
長
ホ
ル
モ
ン

せ

　

昨
年
、
開
設
４
０
０
年
を

迎
え
た
中
山
道
蕨
宿
の
歴
史

を
今
に
伝
え
る
蕨
本
陣
跡
は
、

昭
和
48
年
に
、
蕨
宿
本
陣
家

の
ご
子
孫
で
あ
る
岡お

か

田だ

眞ま
さ

雄お

氏
が
私
財
を
投
じ
て
自
宅
の

一
部
敷
地
を
利
用
し
て
建
立

し
た
も
の
で
、
市
民
や
蕨
を

訪
れ
る
人
々
に
蕨
の
歴
史
や

魅
力
を
伝
え
る
シ
ン
ボ
ル
的

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、建
立
か
ら
40
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
も
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
、
現
当
主
で

あ
る
岡
田
民た

み

雄お

氏
の
手
に
よ

り
、
大
規
模
な
修
復
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
木
目
を
強
調
し

た
外
観
な
ど
す
ば
ら
し
い
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
（
広
報
蕨
５
㌻
に
写
真
）。

　

く
し
く
も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
完
成
し
た
翌
日
に
は
蕨

駅
開
業
１
２
０
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
蕨
駅

開
業
は
明
治
26
年
７
月
16
日

で
、
当
時
の
岡
田
正ま

さ

康や
す

・
蕨

町
初
代
町
長
が
蕨
駅
実
現
に

尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

宿
場
も
駅
も
、
人
が
行
き

交
う
交
流
の
拠
点
で
あ
り
、

ま
ち
の
顔
で
も
あ
り
ま
す
。

宿
場
か
ら
駅
へ
歴
史
が
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
歴
史
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
豊
か
さ
と
利
便
性

の
高
さ
を
兼
ね
備
え
た
日
本

一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨

の
更
な
る
発
展
に
向
け
、
市

長
と
し
て
、
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

宿場から駅へ～蕨本陣跡修復と
蕨駅開業１２０周年

62 

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は８日。９月は
12日です。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ

　

小
学
生
26
人
が
参
加
し
た
、
北
町
公

民
館
の「
プ
ロ
直
伝　
写
真
教
室
」は
、家

族
や
友
達
、
日
常
生
活
な
ど
を
自
由
に

撮
影
し
、
発
表
す
る
全
３
回
の
講
座
で

す
。７
月
22
日
の
初
回
終
了
後
、子
ど
も

た
ち
は
、
貸
し
出
さ
れ
た
一
眼
レ
フ
を

首
か
ら
提
げ
、早
速
ネ
タ
探
し
に
出
発
。

「
木
の
上
に
セ
ミ
が
い
る
よ
～
」、「
き
れ

い
に
花
が
撮
れ
た
」と
、日
に
焼
け
た
顔

か
ら
白
い
歯
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。更
に
、

影
や
遠
近
法
な
ど
を
利
用
し
た
、
子
ど

も
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
の
作
品
に

も
挑
戦
。美
し
い
写
真
、お
も
し
ろ
い
写

真
、そ
の
１
枚
１
枚
に
、色
あ
せ
る
こ
と

な
い
夏
の
思
い
出
を
詰
め
こ
み
ま
し
た
。

子どもクラブ夏限定！ちびっこ記者大奮闘

北町公民館
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の
上
を
ま
り
が
転
が
り
始

め
る
と
同
時
に
、
あ
ふ
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
。
そ
の
輪

の
中
心
に
い
る
の
は
、
一
人
前
の

曲
芸
師
を
目
指
す
高
橋
将
馬
さ
ん

（
24
歳
・
北
町
２
丁
目
）
で
す
。

傘
や
ま
り
、こ
ま
を
巧
み
に
操
り
、

稽け
い
古
に
励
む
高
橋
さ
ん
を
子
ど
も

た
ち
が
見
入
っ
て
い
る
様
子
は
、

ま
る
で
舞
台
さ
な
が
ら
で
す
。

　

高
橋
さ
ん
が
曲
芸
を
始
め
た
の

は
、大
学
に
入
学
し
て
す
ぐ
の
頃
。

人
と
違
う
こ
と
を
趣
味
に
し
た
い

と
思
い
つ
い
た
の
は
、
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
や
傘
回
し
で
し
た
。
独
学
で

身
に
つ
け
た
技
術
を
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
披
露
す
る
う
ち
に
、「
見
る

人
の
驚
い
た
顔
や
笑
顔
に
喜
び
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
の
め
り
こ

ん
で
い
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

●広報蕨　№746　●発行 ／ 蕨市役所　〒335－8501　埼玉県蕨市中央５－14－15　☎048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係

広
報
蕨　

七
四
六
号　

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
曲芸師　　　　　　　　　

高
たか

橋
はし

 将
しょう

馬
ま

 さん

傘

喜びあふれる舞台を夢見て

　

卒
業
後
は
、
観
客
の
反
応
が
良

か
っ
た
傘
回
し
の
技
術
を
極
め
た

い
と
、
和
芸
の
道
へ
進
む
こ
と
を

決
意
。舞
や
曲
芸
、話
芸
や
鳴
り
物

か
ら
な
る
大
衆
芸
能
で
、
４
０
０

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
江
戸
太だ

い

神か
ぐ

楽ら

の
門
を
た
た
き
ま
し
た
。
稽
古

で
は
、
師
匠
や
兄
弟
子
か
ら
傘
の

持
ち
方
、
姿
勢
や
目
線
な
ど
の
基

本
を
徹
底
的
に
学
ん
だ
高
橋
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
傘
を
持
つ
手
が
左
右
逆

に
構
え
て
い
た
癖
も
、
現
在
は
正

し
い
位
置
で
構
え
る
よ
う
に
な

り
、
習
練
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
し

だ
い
に
技
の
安
定
感
も
増
し
て
い

き
ま
し
た
。
今
で
は
、
乱
回
し
と

い
う
傘
の
周
り
を
ま
り
が
回
る
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
高
等
技
術
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
日
頃
の
稽
古
に
加
え
、

人
前
で
の
度
胸
を
つ
け
よ
う
と
、

公
民
館
や
児
童
館
な
ど
で
芸
を
披

露
し
た
り
、
講
座
の
講
師
を
務
め

た
り
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し

て
、「
地
域
で
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
喜
ば
せ
方
や
盛
り
上
げ
方
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
芸
の
肥
や
し

に
な
り
ま
す
ね
」
と
に
っ
こ
り
。

　

今
後
の
目
標
は
、「
伝
統
あ
る

江
戸
太
神
楽
を
守
り
続
け
、
多
く

の
人
に
自
分
の
芸
を
見
て
喜
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
す
高
橋

さ
ん
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
夢
の
舞
台

へ
と
、芸
の
道
を
歩
み
続
け
ま
す
。

真剣なまなざしで励む自主稽古

輝

いて
ます

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
ら
び
中

央（
平
成
13
年
発
足
・
会
員
13
人
）は
、

外
国
人
の
日
本
語
の
習
得
や
日
本
で

の
生
活
に
慣
れ
て
も
ら
う
た
め
の
お

手
伝
い
を
す
る
団
体
で
す
。
週
２
回

（
火
曜
日
＝
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、

水
曜
日
＝
２
時
半
～
４
時
半
）、
中

央
公
民
館
で
、
自
由
に
参
加
で
き
る

日
本
語
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
参
加
者
の
母
国
の
様

子
に
つ
い
て
話
す
こ
と
も
多
く
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
、
異
文
化
の
相

互
交
流
の
場
と
も
言
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
ん
な
触
れ
合
い
を

更
に
深
め
よ
う
と
、花
見
や
観
光
、

各
国
料
理
の
調
理
教
室
と
い
っ
た
催

し
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
月
17
日

に
は
、
韓
国
の
サ
ム
ゲ
タ
ン
や
チ
ヂ

ミ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
デ
ザ
ー
ト

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た（
右
写
真
）。

　

蕨
は
外
国
人
が
多
い
ま
ち
で
す
。

多
文
化
共
生
の
実
現
を
願
う
私
た
ち

の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
人
は
、

気
軽
に
教
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
２
日
か
ら
11
月
27
日
ま

で
、中
央
公
民
館（
☎
432
・
２
５
３
０
）

で
「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」（
全
８
回
）を
開
催
し
ま
す（
申
し

込
み
＝
９
月
２
日
～
18
日
に
同
館
）。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

坂
さか

田
た

 良
りょう

介
す け

 代表

各国の料理を楽しみながら交流を深める皆さん

日本語ボランティア
わらび中央

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
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